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「宗谷」改造工事の憶出
徳 永 陽 一 郎
私は南極観測船 「宗谷」の第1次から第6次 まで毎年
実施された改造及び修理工事の船体監督官をつとめた.
日本鋼管㈱浅野船渠 にかよった 日数 は 通算2年 を超え
る.そ して私の生涯でこの6年 間程全力を挙げて取 り組
んだ仕事は他にはないとい うことができる。単に造船技
術者 として実に多 くのことを学んだだけでな く.造船所
の歴代の幹部の方々を始め担当技師,現 場の職長及び歴
代の宗谷乗組員,観測隊員の皆さんと一緒に仕事をする
ことができ、かけがえのない貴重な経験をさせ て 頂 い
た.そ してこれら立場の異なる多数の方々が斉しく宗谷
による南極観測 とい う大事業を成功させようということ
で積極的な応援をして下さったことを忘れることができ
ない.
昭和31年といえば改造工事に必要な鋼材でさえ注文し
て生産して貰わねばならないというように各種の工事用
資材の入手は容易ではなか った、そして第1次 の改造工
事は船全体を造り変えるという大規模なものであり,そ
の上,こ れを工事着手から竣工まで正味6か 月 という短
期間でやり遂げなければならなか った.従 って現場では
改造図が出図されるのを待ち構えていて,出 図されると
直ちに材料を加工 して組立て取 り付けるという昼夜兼行
の連続によってやっと所定の期 日に完工させることがで
きた.
宗谷の乗組員も監督官と一緒になってタンクの内部検
査その他工事の主要部のすべてに立会って呉れたが,こ
のことはその後の本船の難しい運用の上で大変良か った
と思 う.本船は一旦東京を出港すると半年間の長い航海
の間手直しをする機会は全 くな く,南極海では庫船で厳
しい氷海航行をしなければならないので,万 一工事に手
落ちがあると130名の宗谷の乗員の生命にかかわること
になるという非常に重い責任を負っていた.こ の重大な
任務を果すべ く衆知を集めて慎重な設計が行われ宗谷設
計審議会(会 長山県昌夫氏)の 承認を得た上で万全の注
意を払って施工された.その甲斐があって改造補強 され
た宗谷の船体とエンジンは6回 の南極航海でさざまな試
練に遭遇したが,そ の都度これを克服して乗組員と隊員
の信頼をうることができた。なかでも第2次観測で密群
氷の中に約50日閉ちこめられたまま漂流したときは,氷
圧で船体が大きく傾いたこともあったというが,無事に
これに耐えてくれた.こ のときバルジタンク外板 と肋骨
の一部に損傷を受けたが主船体は異状が な か った.ま
た,左舷プPペ ラ4翼の うちの1翼 が欠損し,舵軸が捻
れるなど困難に遭遇したが,適 切な運用により無事帰国
することができた。毎回航海がかさなるとその航海の使
用実績を基 として徹底的な改造修理を行い,設備の改善
と性能向上を図ると共に事故を未然に防止するため最大
限の措置が とられたのである.
第3次 観測では第2次 の苦い経験を活かし昭和基地か
らおおよそ80浬の地点まで宗谷が進入できるものとしこ
こから大型ヘリコプターによって資材を空輸するという
新計画が立案された.この計画に沿って宗谷に大型ヘ リ
コプターの発着甲板を新設し,船首に60,000tの航空用
燃料を搭載するタンクを設けることになった.ボ ート甲
板に2機 の大型ヘ リコプターを暴露したまま繋止し暴風
圏をこえて南極海まで運ぶための準備と警戒,大 量のガ
ソリンが砕氷のショックにあっても漏洩せず,ま た,海
水置換方式のため汚染せずに無事に空輪に使用されるた
めの設計,施 工及び点検など一つ間違 うと全作戦に支障
をきたすだけに監督官は勿論乗組員も工事関係者も必死
であった.そ れだけに昭和34年正月南極海の宗谷から空
輸第一便が飛び立 ったときの感激は一しおであった.こ
の海空協同作戦は 「宗谷」から 「ふ じ」に引き継がれて
日本隊独自の輸送方式となっている.
宗谷は昭和37年南極観測業務の大任を果した後,翌 年
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から巡視船として北海道1[』1館を基地 として北洋の守 りの
任務にっいた.爾来15{ドいく度かオホーツクの氷}こ閉 さ
れて救援を求める漁船の救出に出動し,北海道地方の人
々に喜ばれて来た.今年3月 村山,村越元隊員を始め南
極輸送問題調査会議の委員の方々と共に宗谷に乗船する
機会をえたが,船齢40年とはいえ厚さ30～50センチの流
氷帯を押し退け砕いて進む底力は依然衰えて いな か っ
た.戦 時中は特務艦 として,戦後は復員輸送船,.ヒ]『台補
給船,南 極観測船,そ して現在は巡視船として,宗 谷は
不思議な運命の下によくその任務を果して呉れた.特に
南極観測に従 書したときの宗谷は戦後の苦しい時代のn
木国民に希望を与える象徴であった.多年全[kl民に親 し
まれてきた宗谷をこの秋の解後後保存しようという声が
各地に起 っているというが,若 し実現するならば南極観
測'1喋の原点を忘れないために誠に意義深いことと思 う
次第である.
CF渚:L1本造船学会'拝務1」長)
南極観測隊便 リ
一策19次越冬 隊の近況一
2月1日 に第18次隊から昭和双地業務の実質的引き継
ぎを受け,20Llに正式に成立した第19次越冬隊は,2Jl
中は夏期建設作業の跡片付けなど,越冬体制を整える諸
作業を行った.天候は例年に比べ暗れの「1が少tcい割に
は,平 均2回 はあるブリザードは0と恵まれ,全 員で行
ったこれらの「年菜は,ほ ぼ 予定 どおり完了した.
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2月4日.鹿 児島 県内 ノ浦 鹿 児 島宇 宙 空 間 観 測 所 よ り
打 ち ヒげ た オ ー ロラ観 測 用 人 工 衛 星EXOS-A　 tCき.1
っ こ う"の ビー コン波 を6時 間 後 に キ ャ ッチ,6日 か ら
定 常 的 な観 測 デ ー タ ーの 受 信を 開 始 した.【ヒき ょっ こ う"
か ら は 主 に1,〔順)～2,(XX)km上空 のVLF帯 電 波 の観 測
デ ー タ ー を送 って くる.
一一方 ,波 動,粒.f',電場 を調 査 す るS-310JA77;'
機 は3月271.1に打 ち－Lげられ た.ロ ケ ッ ト1よ高 度219.5
kmに致 し,ブ レ ー ク ア ッゾの強 い オ ー ロ ラの ユ't.iri:中に 命
中,観 測 機 器 も1ビ常 に 作 動,観 測 は 成功 した.
第19次隊:よ17,1811(「;家と同 じく[iq際磁 気}圏観 測1言十1山i
(IMS)の 最 終 年 で あ る こ とか ら超 高層 観 測 を 放電,点
観 測 と して い るが,前 記 の 人 工 衛 星受 信観 測,ロ ケ ッ ト
観 測 の 他み ず ほ 基 地 等 を 使 って観 測網 を広 げ た いわ ゆ る
「多 点 観 測 」 も その..一つ で あ る.み ず ほ基 地 では,第18
次 隊 よ り箕 岡 リー ダ ー他 奥 田,イ1沢,鈴 木(1の第19次隊
員 が,業 務 をり[き継 ぎ,地 磁 気3成 分,VI、F帯 自然 電
波,電 離 層 吸 収 な ど超 高 層 と定 常 的 な気 象観 測 を行 っ て
い る.ま た,昭 和 基 地 とみ ず ほ 基 地の 中 間 点 にあ る無 人
観 測 点Alで は 風 力 発 電 を利用 した 地 磁気3成 分 や 電 離
1.;4吸収 の 観 測 が 自動 的 に 記録 さオZてい る,
2月10に 越 冬 を 開 始 し.1か)1も 過 ぎ る と初め ての
隊 員 もす っか り昭 和 基 地 生 活 に.tlltれ,各自の 仕 事 や 持 ち
回 りの 当 直 の 終 った あ とは,食 堂 での 麻 雀,娯 楽 棟 で の
ビ リヤ ー ドや,食 堂 での 週2回 の 映 画 鑑 賞 な ど を楽 しむ
余 裕 が で て きて,す っか り越 冬 ペ ース が で て きた 感 じで
あ る.ま た,今 次隊 も 日ilJ紙「日 「[jl9次」 が 毎 日発ffさ
れ,昭 和 基 地 の ニ ュー ス 源 とな っ て い る.こ れ て.またll
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み ず ほ 基 地
記をつける者が減るだろう,
昨年建設され,第7次 隊建設の電離棟からの移設を待
っていた電離II再棟には.2月28日に機器移設をほぼ完 「
し従来と比し約2倍 の広さの近代的観測施設 となった.
電力事情を緩和する為65kVAにかわって据付けられ
たllOkVA発電機は順調に作動しており,現在燃料節約
の為に観測用電源である45kVA発電機も止めて1台 で
全電力をまかなっている.
昭和基地の季節は日本 とは逆で,今 は秋,日 に日に冬
に向い顔を出すのが短か くなる太陽に追われるようにし
て.A,点 点検 とみずほ基地への補給の内陸旅行が4月
下旬大山隊員をリーダーとして,5月 上旬まで行われる
予定である.
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ーマ クマー ド地域 の国際共同観測一
筆 者 と船 木 助手(国 立 極 地 研 究 所)は77-78のfield
season　に マ クマ ー ド地 域 に 派 遣 され た.
昨 年11月11日に 東 京 を 出発 シ ド ニー経 由 で12日に ク ラ
イ ス トチ ャーチ に到 着,空 港 で.　NSF代 表 のMr.　W.
SeeligとD,S.1.R.のMr.　Jim　Gomanの 迎 え を受
け る.典 形 的 な ア メ リカ人 と ニ ュ ー ジー ラ ン ド人,共 に
この 上 な く親.切で あ っ た.翌 日　Antarctic　D vision　D.
S.1.R.を訪 問,　Bob　Thomsonに挨 拶,バ ン ダ基 地 に
.世話 に な りた い 旨お 騙 した と ころ ,心 良 く許 可 して くれ
た.16日 早 朝 ク ライ ス トチ ャ ーチ 空 港 を 出 発,C-141
は 北 上 す る.な んの こ とは ない,空 港 員 が 給 油 の ス イ ッ
チ を取 り替 る取 り替 い な い の さ さい な こ と で ス トを や
り,ニ ュー ジ ー ラ ン ド北 島 の ニ ュ ー ジ ー ラ ン ド空 軍 基 地
ま で 補給 に来 たわ け で あ る.基 地 で は突 然 のC-141の訪
問 で驚 い た ら し く,基 地 の 人 は 勿 論,一 般 の 人 まで か な
り集 って来 た.そ ん な こ とはお か ま いな く,戦 闘 機 の 方
に 歩 い て行 く　USARPの メ ンバ ー が あ って,こ れ を 見
た基 地 の 兵隊 さん が飛 ん で 行 き,「 コラ ッ,ダ メ ジ ャナ
イ カ」 と言 う叫 び声 が聞 こ え そ うで あ っ た,我 々 に見 せ
よが しに,戦 闘 機 は 編隊 で離 着陸 の 訓練 を始 め,ア ッ飛
び立 った!ア ッつ づ け て 降 りて米 る!と 目の 前で く
り広 げ られ る訓 練 を あ き もせ ず眺 め て い た.戦 争 を知 ら
な い平 和 な 光 景 で あ る.同 乗 者は ア ラ ス カの 大 竹 教 授 を
加 え 日本 人3名,　 USARP,　H　&　N会 社U.　S　NAVY
の 人 達 約50名.こ ん な こ とが あ って マ クマ ー ドまで10時
間 もか か って し ま った,お まけ に 今 年 は 昼 食代(2ド
ル)を と られ た.ア メ リカ も渋 くな った もの で,節 約 し
た人 もか な りい た よ うだ.
昨 年 は ス コ ッ ト ・ベ ース 泊 りで あ った が,今 年 は最 初
か ら マ ク マ ー ドの メ ンバ ー,ホ テ ル 住 い で あ る.ヌ ー ド
の カ ンパ ンの 出 て い たINNは 　「Manmoth　Mountain
Inn」と改 名 され て い た.勝 手 知 った 他 人 の家 で,研 究
室,食 堂,バ ー,シ ョピ ン グセ ン 歩 一… … と,生 活 に は
何 一 っ(?)不 自 由せ ず,時 々 ス コ ッ トベ ース を 訪 れ た
り して,荷 物 の 到 着 を待 った.初 め の10日間 は 地学 棟 の
整 とん を し た り,基 地 周辺 で 古 磁 気 試 料 の 採 集 を 行 い な
3
極 地 研 ニ ュ ー ス
ドライバ レー の三稜石の分布,玄武岩(黒色)は三稜石になりやすい,花湖岩(白色)
筆者:矢 内桂三(国立極地研究所助教授)
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一策18次越冬隊帰国一
昭 和51年ll月25[1‖}1海埠 頭 を 出 発 し,昭 和 基 地 及 び み
ずほ 基 地 で 越 冬観 測 にll日耀 した 第18次越 冬 隊 の 楠 宏 隊 長
ら29名}よ,1{ド4か月 ぶ り}こ3月20日ノ干前11L]tF25'y]L,東
京 国 際空 港 に帰 着 した,家 族や 関 係 者 多 数 の 出 迎 え を う
け,全tvt気 い っぱ い雪 やけ の 顔 をほ ころ ば せ,い っ も
な が らの 歓迎 風 景が く りひ ろげ られ た.
第18次隊 は,国 際 磁 気 圏観 測 計画(IMS)に 棊 つ く
ロ ケ ッ トに よる オ ー ロ ラの電 場 磁 場 等の 諸 物 迎 い:の測 定
テ レ メ ト リー に よる 人 工 衛 星観 測 を 柱 とす る超 高層 観 測
を は じめ,定 常 観 測 の ほ か,気 象,雪 氷,地 理,医 学 等
の 研 究 ・観 測,ま た,み ず ほ 基 地 で の越 冬観 測 も実 施 し
た.特 にオ ー ロ ラ現 象 に つ い て は,地 上 観 測,Pケ ッ
●,八 工衛蜆 よる泓 観811の難 ま。.。 躁F、1に
よる 昭 和 基 地 と ア イス ラ ン ド ・レイ キ ャビ ックで の 立 体
同時 観 測 に も成 功 し多 大 な成 果 を収 め た.こ れ らの 貴 重
な資 料 は4月20日 観 証{1[船ふ じで 持 ち帰 られ る.
一策20次観測隊隊員候補者の冬期訓練一
策20次南極地域観測隊隊員候補者の冬期訓練が,3月
6日(月)か ら3月10日(金)ま『C',長野県乗鞍岳中腹
の位 ヶ原山 荘 周 辺 で,li1田隊長以一ドふじ乗組予定.M'3
名,NHK記 者2名 を含む39名の候補者が参加 して行わ
れた,
南極地域観測隊員としての心構えを体得し,観測隊の
生活及び行動に適応できるよう雪中訓練をLl的とし,ア
.イゼンを使っての雪中歩行,雪洞,幕 僧等基礎的な技術
の修得に熱心な研 さんを積んだ.日頃は,宙 にしたしみ
のない隊員候補者にとっては,き びしい訓練であったに
もかかわらず全員無事に訓練を終えることができた.
今年:よ.天候と雪にめぐまれ,厳 しいなかにもなごや
かな連体感も生れ,雪 を知 りチームワークを作るという
所期の日的を}`分に果すことができた。
シンポジウム報告
酸1
■一第20次観測隊副隊長 決 まる一
南 極 地 域 観 測 統 合 推 進 木 部 は3月22日(水)東 条 会館
に 於 て開 催 され た イllfl;総会 に お い て,第2⑪ 次 の 副 隊 長 を
決定,「司自 発ノ乏さ れた.
山 崎 道夫 気 象 庁総 務 部 航 空 気 象 管 理 課 長
llf{　Tl　5{卜3月3「.1{t三(48才)
専:「1`1分野:気 象
隊 員 歴 第9次 越 冬
一一5
一第1回極域における電離圏
磁気圏総合観測シンポジウムー
昭 和5的 は り3カ 年 計 画 で 南 極昭 和 基地 で実 施 され て
い る.　IMS　 (国際 磁 気 圏観 測 計 画)のk－ め の総 合観 測
で 得 られ た成 果を 発表 し,検 討 す る 目的 で2月8Hか ら
101|iEで3|i間にわ た り当 研 究 所 主 催 に よ り講 義'4{で.開
催 され,約80名 が 参加,41の 発 表 が あ った,
南 極 に お け るIMS計 画 は,ロ ケ ッ ト,大 気 球,人 『〔
衛 星,地1二 多 点,共 役 点観 測 と大 規模 な立 体 的 観 測 網 を
建 設 し,オ ー ロ ラを は じめ とす る 各 種 の超 高 層現 象 を総
合的 に観 測 し よ う とす る もの で,第17次 隊 に よ り観 測 が
ス タ ー トし た.最 初 の 観 測 デ ー タが 日本 に到 着 してか ら
/Eだ1年に も満 た な いが,こ の 聞 精 力 的 に解 析 が進 め ら
れ,シ ン ポ ジ ウ ムで は これ まで 得 られ た成 果 に つ い て20
に もの ぼ る発 表が な され た.ま た この 他 これ らの 成 果 を
将 来 に 向 け て発 展 させ る ため,将 来 計画 の セ ッシ ョンが
極 地 研
設けられ,大 型ロケット計画やMAP　(中層大気国際観
測計画),衛星計画等が提案され,熱 心な討論が行われ
た.
なおIMSで 観測された各種のデータの相互関係を検
討し,成果をまとめあげるために,今後数年間にわたり
継続して開催される予定である.
プ ロ グ ラ ム
1.オーロラ粒子の加速機構(Review)
寺沢敏夫(東 大 ・宇宙研)
2.S-310JA2号機による降下電子の観測
久保治也,村 田節夫,伊 藤富造(東 大 ・宇宙研)
国分 征(東 大 ・理)
3.南極ロケットによるオーロラ帯降下電子の観測
奥谷昌子,和 田雅美,竹 内 一,小 玉正弘,今 井
喬(理化学研)
4,高エネルギー電子ビーム放出によるオーロラシミュ
レーション実験
河島信樹,佐 々木進.金 子 修(東 大 ・宇宙研)
5.オーロラ電子観測資料処理
和田雅美,奥 谷正子,今井 喬,竹 内 一,小 玉
正弘(理化学研)
6.オーロラ粒子と3次元電流系　(Review)
上出洋介(京都産業大 ・理)
7.人工衛星によるPolar　Magnetesphere観測.問 題
点 飯島 健(東 大 ・理)
8,　Cusp　fleld.aligned　curr nt　と惑星間空間磁場との
相関
藤井良一(極 地研),飯島 健(東 大,理)
9.南極 ロケットによる電場の観測
小川俊雄,森 田 護(京 大,理)
10.南極気球によるオ・-Pラ電場 とX線
小川俊雄(京 大.理)小 玉正弘(理 化学研)福 西
浩(極 地研)松 尾敏郎(京 大,工)芳 野越夫(電
通大)
11.ロケットによる磁場観測j
遠山文雄,青 山 巌,小 松誠一(東 海大,工)
12,極地域における地球磁場季節変化
福島 直(東大,理)長 井嗣信(気 象庁地磁気観
測所)
13.磁気圏 ・電離圏における波動粒子相互作用
(Review)　　　 　　　　大家 寛(東 北大 ・理)
14.　EXOS-A搭 載プラズマ波観測器
中村良治,伊藤富造(東 大 ・宇宙研)柴 田 喬,
芳野赴夫(電 通大)
15.極域電離層における高周波領域の波動粒子相互作用
大家 寛,宮 岡 宏(東 北大,理)宮 武貞夫(電
通大)
ユ ー ス
16,S-310JA-1で観測 されたVLF現 象の考察
木村盤根,松尾敏郎,土井修一(京 大 ・理)
17,S-310JA-2で観測 されたVLFヒ スの特性
木村碧眼,松尾敏郎(京 大 ・理)
18,　ISIS　1,　2SatelliteによるVLFエ ミッション
観測と地上のVLFエ ミッション,オ ーロラの同時
観測について
巻田和男(東大,理)福 西 浩(極 地研)芳 野魁
夫,尾 崎孝之,岩 瀬政之(電 通大)
19,SSCに伴うVLFエ ミッションの特性
林 幹治(東 大 ・理)鶴 田浩一郎(東 大,宇 宙
研)国 分 征,小 口 高(東 大 ・理)渡 辺富也,
　　　 R.　E.　Horita　(U.　B.　C.　)
20.磁気圏内のULF,　VLF波 動(Review)
国分 征(東 大 ・理)
21.昭和基地一内陸2点観測におけるPi脈 動と関連現
象 桑島正幸(気 象庁地磁気観測所)
22.ULF波動のみずほ一昭和同時観測
岩渕美代子,佐藤夏雄,福 西 浩(極 地研)
23.極光帯一プラズマt－ ズ領域のULF波 動の特性
国分 征,林 幹治,小 口 高(東 大 ・理)鶴 田
浩一郎(東 大 ・宇宙研)　R　E.　Horita(U,B,C,)
24.ELF波動のみずほ一昭和同時観測
佐藤夏雄,福 西 浩(極 地研)巻 田和男(東大 ・
理)
25.昭和基地一レイキャビック共役点観測
佐藤夏雄,勝 田 豊,鮎 川 勝,福 西 浩,平 沢
威男(極 地研)
26.　ISISで 観測した極域ELF放 射特性
渡辺成昭,恩 藤忠典,中村義勝,村上利光(電 波
研)
27.ISIS1,2で 観測されたVLFソ ーサーの特性
松尾敏郎(京 大 ・工)尾 崎孝之,岩 瀬政之(電 通
大)福 西 浩(極 地研)芳 野越夫(電 通大)
28.極地電離層の構造(Review)
松浦延夫(電 波研)
29.ロケット観測で得られた極域電離層の電子密度 ・温
度プロファイル
小川忠彦,森 弘隆,宮 崎 茂(電 波研)
30.極域電離層電子密度の計測
大家 寛,高 橋忠利(東 北大,理)
31.ロケットによる極域電離層プラズマの擾乱の観測
森 弘隆,小 川忠彦,宮 崎 茂(電 波研)
32.オー ロラにおける酸素輝線の ドップラー温度観測結
果 上山 弘,岡 野章一(東 北大,理)
33,極域超高層NOx
近藤 豊(名 大,空電研)小川利紘(東 大,理)
6一
34,MAP計 画
極 地 研 ニ ュ ー ス
加藤 進(京 大,工)
35.ISレーダー計画
加藤 進.深 尾昌一郎(京 大,工)
36.メソゾンデの将来計画
中村純二(東 大,教 養)前 田 担(京 大 ・理)
37.オー ロラに伴う電離圏波動の研究(計 画)
北村泰一(九 大 ・理)小 川 徽(京 大 ・工)
38,南極ロケット観測計画
木村盤根(京 大 ・工)
39,S-500型ロケット計画
野村民也,松 尾弘毅,雛 田元紀(東 大,宇宙研)
40.共役点観測計画
佐藤夏雄(極 地研)
41.衛星計画
福西 浩(極 地研)
一策3回 南極陽石シンポジウムー
2月23・24日,南極限石シンポジウムが,当 研究所主
催により,講義室で開催された.昭和50年10月25日,昨
年2月23・24日にそれぞれ第1回.第2回 のやまと隅石
シンポジウムが開かれたが,今 回はこれらに続 くもの と
して第3回 になる,しかし,この間やまと山脈周辺の採
氷帯だけからではな く,前回でも報 じられたように,ビ
ク トリアランドの山地背後の裸氷帯 で も陽石が発見さ
れ,こ れらについての研究も進められているので,第3
回から南極隅石シンポジウムと名称が改められた.
発表論文は24編,参加者は約50名であった.雪氷学的
問題では,や まと山脈付近での諸種の測定に基づく氷床
の微気象的,熱 的性質や流動が論じられ,内 部構造の将
来の研究展望が述べられた,岩 石学 ・鉱物学的問題では
隅石の分類やそれに関連する岩石 ・鉱物の成因が討議 さ
れた.同位体化学では生成年代や宇宙線照射年代とその
メカニズムについての発表や胆石の起源に関する仮説の
提示などが行われた,陽石の残留磁気などの物性的研究
では,磁 気的性質による限石の分類,熱 史の推定などが
論じられた.
総合討論では,す でに1002個に及び,1977～78年の日
米合同探査の結果を加えれば,1150個あまりになる予定
の膨大なコレクションを対象に如何にして能率良 く研究
を進めるかが今後解決すべき一つの大きな課題であるこ
とが,最 初に話題 となった.研究所側の隅石資料の管理
方法もさらに研究する必要がある.つ いで各分野からの
総括があり,これらをめ ぐって活発な討議が行われた.
その中では研究の進行に関する厳しい自己批判もあ り,
また,極 地を研究の中心領域 とする極地研究所が,ど こ
まで広い研究分野をカバーできるか,他 と連繋又は,他
にまかせるべきところはどこかなど,研究体制を含めた
議論があって.こ れらは直接間接今後の南極阻石の研究
の発展へ向けての貴重な提言となった,
プ ロ グ ラ ム
1.1977-78年ビクトリアランド日米共同限石探査にっ
いて 矢内桂三,船 木 実(極地研)
2.やまと裸氷原上の接地気層の構造
小林俊一(北 大 ・低温研)
3.やまと山脈限石氷原における氷床流動の特性
成瀬廉二(北 大 ・低温研)
4.氷の流動と氷温分布一特にやまと山脈周辺
前 晋爾,西尾文彦(極地研)
5.隅石集積機構に関する氷河学的諸問題
東 晃(北大 ・工)
6.やまと陽石74191の岩石学的研究
池田幸雄(茨 城大,理)島 崎英彦.武 田 弘(東
大 ・理)
7.やまと一74,ユレーライ トとやまと一75,コンドラ
イ トの鉱物学的研究
宮本正道(神戸大 ・理)武 田 弘(東 大 ・理)矢
内桂三(極 地研)松 本循夫(長崎大 ・教養)
8.やまと一75,コンドライ ト限石の化学的岩石学的分
類
松本役夫(長 崎大 ・教養)林 正道(九大 ・生産
科研)宮 本正道(神戸大 ・理)
9,やまと一75,-74,エコンドライ トの同定 と鉱物学
的研究
武 田 弘.宮 本正道(東 大 ・理)矢 内桂三(極地
研)松 本径夫(長 崎大 ・教養)M.　B.　Duke
　 　　(NASA)
10.やまと6904隅石の鉱物学的研究
岡田昭彦,高 議(理 化学研)
11.Pまと一74隙石中のコンドリュールズの岩石学的研
究 木村 真,八 木健三,大 沼晃助(北大 ・理)
12.　CaMgSitOe-CaA12SiOe-CaTiA、206系と　Allende
Meteorite中の　White　Inclusions　との関係
大沼晃助,八 木健三,木 村 真(北大 ・理)
13,やまと限石中の荷電粒子 トラック
矢吹英雄(理 化学研)八 木健三(北大 ・理)
14.やまと阻石74037と74136中の希土類元素
田中 剛(地 質調査所)増 田彰正(神戸大 ・理)
15.南極産限石中の宇宙線生成放射能
本田雅健(東 大 ・物性研)西 泉 邦 彦(立 教大 ・
理)今 村峯雄(東 大 ・原子核研)
16,　Yamato除石のK-Ar　Age
釜口明治(阪大 ・理)岡 野 純(阪 大 ・教養)
7
極 地 研 ニ ュ ー ス
17.やまと陽石の40Ar-39Ar年代
兼岡一郎,小 嶋 稔,柳 沢正久(東 大,理)
18,希ガス同位体分析による南極産隅石の研究
高岡宣雄,長 尾敬介(阪 大 ・理)
19.酸素同位体からみた限石の起源にっいて
小沼直樹(筑 波大 ・化系)
20.やまと一73限石の磁気的性質と,これら阻石の熱史
永田 武(極 地研)
21.やまとLL及 びC阻石と2-3の 西南極石質阻石の
磁気的性質 船木 実,永 田 武(極 地研)
22.右質隅石の磁気的分類(皿)
一主としてやまと限石一
永田 武(極 地研)
23.南極阻石の自然残留磁気 永田 武(極 地研)
24.　Allan　Nunatak慣鉄の金属学的並びに磁気的性質
永田 武(極 地研)　R.　M,　Fisher　(U.S.スチー
ル研)船 木 実(極 地研)
国際会議報告
一第2回 南極条約協議会議特別会合一
昭和53年2月27日より3月16日の間,オ ース トラリア
政府の招請 に よ り,第2回 南極条約協議会議特別会合
が,キ ャンベラ市内の科学アカデミーで開催された.13
協議国から約100名が参加し,我が国からは駐オース ト
ラリア公使 ・藤本芳男主席代表以下9名 が出席した.
本会1議は昭和52年秋.ロ ンドンで開催された第9回 南
極条約協議会議の決定に基づいて開かれたものである.
すなわち,南極海の海洋生物資源の利用を含む保存を図
るため,昭 和53年中に,何 らかのレジームを設立する必
要があるという勧告K-2に より,南極海洋生物資源保
存条約機構とでも言 うようなレジームを設立するための
準備会議 として招請されたわけである.各 国の会議に寄
せた関心の程は,ア ルゼンチン,オース トラリア,フ ラ
ンス.日 本.ポ ーランド,南アフリカ,ソ連,ア メリカ
合衆国の8か 国から条約草案の原案が提出されたという
事実から容易に想像できよう,
討議は上記8原 案を議長が とりまとめた単一草案につ
いて進められたが,南極の自然の保護 ・保存をうたった
南極条約第9条 の発展という形の条約を作成しようとい
う発想であるから,漁業国の主張を確保することの困難
さは,つ とに予想されたところであった.
13協議国の中には,遠 洋漁業先進国であ り.すでにオ
キアミや底魚の漁獲に従事している国から,南極海の生
物資源に関心を持ってはいるが,当面は科学的研究調査
だけを行い激騰に従事するには至っていない国,更 に,
現在は海洋生物資源に関する研究調査を殆んど行 ってい
ない国までもが含まれている.し かし,漁業国は3か 国
にすぎない,従 って,生物資源は当然利用 さるべきもの
であり,そのための保存措置が必要となる.本 条約はこ
のような目的をもっものでなくてはなるまいという主張
が,これら3か 国からなされたが,大 多数の国は,南 極
海洋生物資源保存条約を,文 字通り生物保存のための条
約 とするとの考え方を強 く打ち出したのであった.
会議は双方の主張の妥協点を見出す こ とに終始した
が,結 局,南 極海の資源生物は南極海洋生態系の一環を
なすものであ り,単に漁業対象魚種だけの保存を図るの
では不充分である.同 時に,他 の生物についても保存に
努め,生 態系全体の保存をなすべきであるという主旨で
貫かれることになった,本条約が ミ南極の自然の保護 ・
保存ミという南極条約第9条 に掲げられた目的の発展で
あ り,非漁業国の数の上での優位 と合まって,条約草案
は,い きおい,保護主義的色彩の濃いものとならざるを
得なかった,条約草案に盛 り込まれた主張自体は,正 に
正論であり,何人 も反対するところではないと考えられ
るが,実 際に漁業を規制するもの として,いかに運用す
るかという科学技術的な面での大きな問題が,今 後に残
されたと見ることができよう.またゲ.南極海の生物資源
に関する情報が,漁業を合理的に行 うに足るようになる
まで,漁獲規制を厳しくすべきだという意見が強 く出さ
れる可能性もあろう.
問題を更に複雑にしたのは,領 土主権を 主 張 す る国
と,それを否認する国の二つのグループが存在するとい
う事実であ った.
領土主権の凍結の上に成り立っている南極条約の発展
として準備されつつある本条約であるが,事柄が純粋科
学の領域を超えて経済的要素を含む問題 となったわけで
あ り,領土主権に関連した幾つかの事柄を避けて通るこ
とは困難となった.
領土権主張国は沿岸国としての権利を確保しようとの
強い意向を示し,譲 らなかった.保存措置を具体的に実
施するための諸問題,つ まり条約の適用水域,(条 約実
施のための)委 員会及び科学委員会の権能,査 察制度,
条約への加盟,議事運営規則 とくに採決方法のことごと
くが,前 記二つの根本問題から派生した錯綜した利害関
係の上に立って論議 された.
か くて,今回会議では,採 択会議に提出する条約草案
を得ることはできず,再 度にわたって改訂された議長草
案をもって,次回特別会合の原案 とするにとどまった,
次回は本年7月.ブ エノスアイレスで開催されることと
なり,条約締結のための会合は本年中に開かれることが
確認された.
(筆者:星 合孝男 国立極地研究所教授)
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Memoirs　of　Nationa]　Institute　of Polar　Research
　 Special　Issue,　No.8
　 　 Proceedings　of　the　Second　Symposium　on
　 　 Yamato　Meteorites,　ed.　by　T.　Nagata.
　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　 　　　 　　 February　1978
JARE　 Data　Reports
　 No.42　(Ionosphere)
　 　 Records　of　radio　aurora　at　Syowa　Station,
　 　 Antarc【ica　in　l976.　 February　1978
　 No.43　(Seismology)
　 Seismological　bulietin　of　Syowa　Station,
　 　 Antarctica,　1976.　 February　1978
　 No.44　(Glaciology)
　 　 G]aciological　survey　in　1976-1977　March　1978
Antarctic　Geological　Map　Series
　 Sheet　11:　Cape　Hinode.　 March　1978
She創27(1):MしFukushima,　Northern　Yamato
　 　 Mountains.　 March　1978
、...～ ■..A■..～.■.A.り い 「.■～%'一 ■..～ ■■.
レ来 訪 者 く
2月20日　 Dr.　A　Shapley　(シt－ プレ ー博:1:)NOAA
環 境 デ ー タサ ー ビス所 長
2月27日　 Dr.　K.　Cole(コー ル博 士)
SCOSTP会 長
IAGA副 会長
3月2日 　 Mr.　A.　Giesecke　(ギー セ ッ ク)
ペ ル ー国 立 地 球物 理 研究 所長
レ 見 学 者 く
2月22日 リサ ーチ マ ネ ヂ メ ン ト ・ロー タ リー(25名)
.v..■ty'■.Vt"・tV.■'A'..∨ ・'.A'-v-...～
職 員 異 動
4月1日 山木俊助(前 文部省学術国際局研究助成果研
究資材係長)事 業部事業課長に昇任
斉藤重臣(前事業課長)弘 前大学医学部附属
病院総務課長に配置換
内藤靖彦:文 部教官助教授(研究系:寒 冷生
物学第一研究部門)
昭40.3東京水産大学漁業学科卒業
42.3同大掌大学院水産学研究科増殖学
専門修士課程修了
46.3東京大学大学院農学系研究科博士
課程修了 農学博士
48.7東京水産大学助手
専門分野:動物学(海 産哺乳動物の分類
・生態学)
第18次,第19次隊 月例 報告
〈53年1月 ・2月 〉
1月は例年に比べ気温が低 く,天気が悪かった.4日
ふ じから第1便 を迎え.17日には8年 ぶ りに基地接岸,
輸送は急 ピッチに進み.第18次隊員は荷受け作業に追わ
れた.
2月は晴れの日は少なめではあったが.ブ リザードは
Oで,1日 に第18次隊より昭和基地の全ての業務を引き
継いだ第19次隊の越冬準備作業も順調に進み,20日公式
に越冬成立の運びとなった.
観測報告
ロケット観測1大 気の光化学的変成作用を調査するP
ケットS-210JA30号機と31号機を1月28日と2月7日
にそれぞれ打ち上げ,観測に成功した.
人工衛星受信観測1昨 年までの電離層衛星ISIS受
信に加え,内 ノ浦から打 ち上 げ た,オ ーロラ観測衛星
EXOS-A"きょっこう"のデータ受信も2月4日 より
開始した.
内陸旅行:第19次隊大山リーダー以下10名に第18次隊
3名が加わって1月16日Sl6を出発.　Al点に新らたに
観測小舎を設置し,18次隊1名19次隊2名 はここより昭
和基地に帰投,残 りの10名は28日みずほ観測拠点に到
着.第18次隊との拠点の業務の引き継ぎ作業を行 った.
箕岡隊員他3名 の越冬要員を残 した旅行隊員は藤井以下
4名の第18次みずほ越冬隊員は,2月9日 昭和基地 とふ
じに帰投した,
夏期沿岸調査:12月30日から第19次神沼リーダー以下
6名の隊員により16日間に亘る竜宮岬地学総合調査が行
われた他,テ ーレン,ホノール奥,ス カラブスネス,ス
カーレンの調査が行われた.
設営報告
燃料消費内訳 単位;/
区 分
1月 第19次
持込龍
2月
消費量 残量 消費量 残馳
普通 軽油 1・・ゆ ・8・・㎝ ㎜1・5・・8570,662
灯 油1・1751服・|珈 蜘;職 ・ 84,756
新らたに設置した設営設備としては,地学棟(100㎡)
水素発生室(6㎡),5kW送 信機予備機,65kVAにか
わる110kVA発電機などがある.
隊員の健康状態も良好である.
☆ ☆ ☆
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昭 和 基 地 月別 気 象 資 料(Syowa　Statlon　Menthly　Climatological　Dat )
平 均 気 温(Mean　temp.)　(。C)
最 高 気 温(Max.　temp.)　(°C)
最 低 気 温(Min.　temp.)　(。C)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Mean　vapour　pressure)　(mb)
平 均 相 対 湿 度(Mean　relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　 wind　speed,　10-min.　mean)　(m/s)
瞬 間 最大風 速(Gust)　(m/s)
平 均 雲 量(Mean　sky　cover)　(1/10)
快 晴 日 数(Nurnber　・f　clear　days)
A■...、■ .へ～ り 、■、.・、.、..
1月(Jan.)
一2 .1
十4.3
一10.1
986.5
3,5
67
3.7
2月(Feb.)
-3 ,8
十2.6
一14.7
987,6
3.4
72
6.3
19.3(1/18,NE)29.2(2/20,E)
24.6(1/18.NE)36.8(2/20,E)
7.6
4
7.3
4
南極豆事典
氷 河
氷河といえぱ南極大陸やグリンランドを思い浮べる方
が多いであろう,その他アラスカや ヒマラヤなどの高山
の谷間を埋めつくしている氷河もある.寒 い季節にとけ
ることなく降り積った雪は,山の斜面や谷間におおいっ
くし,最 後は大雪原の中に急峻な岩峰があちこちに頭を
出しているだけになってしまう,峰々の間を埋めた雪は
あとから降 ってくる雪の重みで,下 方の雪を押しつぶし
てだんだんしまった雪になってい く.そして最後にはま
ったく隙間のない氷の形になってしまう.氷河はこの氷
が自らの重みで斜面や山の間を流れて谷へとあふれ出し
たものである.氷河の呼び名にはいろいろあるが,形 態
から分けると南極大陸やグリンランドの大陸の氷を氷床
(ice　sheet)　と云い,山 も谷もおおいつくし,氷自体が
一つの山のようになっている.ヒマラヤやアルプスの山
などの谷間を流れる氷河は山岳氷河(mountaingLacier)
`A～...■㍉.、■∨
ロへ ゆ リ レコザい ものぴ ハ あコ　コサ
と呼ばれている.一方,氷 の温度で氷河を区別すること1
も多い.東南アラスカの海岸山脈にあ.る氷河のように,
積雪量が多いために比較的温暖な地域に存在する氷河を
温暖氷河,南 極やグリンランドのような常に酷寒の地域
に存在する氷河を極地氷河という.前者では氷の温度が
ほ とんど零度であ り,後者では零度よりず っと低いので
ある.これらの氷河の地球上の氷の量の全体の分布でい
うと,南極 とグリンランドの氷床の氷の量が圧倒的に大
部分を占める.地球上の氷におおわれている面積の うち
では.こ の二つの地域だけで約97%,氷の量では,未 だ
正確な結果は得られていないが,99%にもたっすると考
えられている,こ れらの氷河を研究する学問分野を氷河
学 と云い,第 二次大戦後急速な進歩をとげている.なか.
でも氷河の運動を解明する氷の流動則が,巨大な氷河の1
流れや挙動を見事に説明し.ま た広大な南極やグリンラ1
ソド氷床の形,厚 さ,流速,氷 の年代の理論的予測を与
え,実 測値 と一致することは氷河学の輝かしい成果であ
った.近年,グ リンランド氷床や南極大陸の氷床で岩盤
に達する深層ボーリングに成功し,採取したコァ試料の
酸素同位体の分析から今から約10万年前までは,南 北両
半球の気候変動が時期的に一致して起ったという結果が
得られている.このように氷河の研究は,今 後氷河学の
みならず,他 の分野を含む広汎な総合的な研 究 が行わ
れ,過 去数十万年前の地球上の歴史とともに,将来の我
々の住む地球の未来を語るいとぐちを与える可能性を持
っているのである.
－AA."㍉,..㍉ ～ゾ.閃....`'■A～....
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